
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
体
験
・
見

学
等
を
通
じ
、
森
林
・
林
業
に
対

し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
座
を
、
名
古
屋
市
熱
田
区

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で

年
間
8
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
里
山
保
全
の
話

と
ホ
タ
ル
の
観
賞
、
高
性
能
林
業

機
械
を
使
用
し
て
効
率
的
な
木
材

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
場
の

見
学
、
松
ぼ
っ
く
り
や
つ
る
等
森

林
か
ら
の
贈
り
物（
材
料
）を
使
っ

て
の
リ
ー
ス
作
り
、
炭
の
効
用
の

話
と
観
賞
炭
の
作
成
、
き
の
こ
の

話
と
し
い
た
け
の
植
菌（
駒
打
ち
）

体
験
等
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
森

林
や
自
然
を
直
接
見
た
り
触
れ
た

り
し
な
が
ら
体
験
す
る
中
で
、
少

し
で
も
森
林
･
林
業
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
講
座
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業

　

都
市
に
住
む
方
々
の
中
に
は
、

「
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
森
林

に
お
返
し
を
し
た
い
」と
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
望
む
声
が
数

多
く
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
方
々
の
要

望
に
応
え
る
た
め
、
平
成
9
年
に

国有林野 事業の取組

中部森林管理局

　
「
国
民
の
森も

り林
」と
し
て
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営

を
進
め
る
上
で
、
近
年
、
国
民
の
森
林
に
対
す
る
期

待
や
要
請
が
多
様
化
す
る
中
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
発
揮
の
ほ
か
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
森
林

環
境
教
育
へ
の
貢
献
等
に
対
す
る
期
待
が
益
々
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、2
0
0
万
都
市
で
あ
る

愛
知
県
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
た
都
市
住
民
の
方
々

に
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
下
刈
等
の
作
業
体
験
を

通
じ
て
、
森
林
･
林
業
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲リース作り(森林ふれあい講座)

▲
木
材
生
産
現
場
の
見
学（
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
）

▲森の再生を目指したコナラの植樹
（名古屋シティ・フォレスター事業）

名古屋市を中心とした
都市住民への森林・林業に関する
理解を深める取組
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「
緑
の
応
援
団
」と
し
て「
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
」を
立

ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
健

全
な
森
林
づ
く
り
や
自
然
環
境
の

保
全
活
動
等
を
、
年
間
15
回
程
度

行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
に
は
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
隊
員
と
し
て

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
植
樹
、
下

刈
、
間
伐
、
歩
道
整
備
等
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
継
続
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
取
組
を
進
め

て
お
り
、
現
在
は
愛
知
県
内
を
中

心
に
、
遠
く
は
群
馬
・
兵
庫
県
を

含
め
約
2
3
0
名
の
方
々
に
登
録

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

安
全
面
等
を
考
慮
し
て
、
毎
回

定
員
制
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

登
録
隊
員
の
方
々
へ
年
間
の
事
業

計
画
書
を
送
付
し
た
上
で
、
希
望

す
る
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
希

望
者
が
定
員
を
大
き
く
上
回
る
事

業
も
あ
り
、
隊
員
の
方
か
ら「
も
っ

と
定
員
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
」と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
高

さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
隊
員
の
方
の
中
に
は

「
も
っ
と
積
極
的
に
森
林
整
備
に
取

り
組
み
た
い
」と
、
隊
員
の
有
志
の

方
々
で
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
結
成
し
た
り
、
他
の
団
体
で

除
伐
作
業
で
明
る
く
な
っ
た
林
内

（
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
）

汗を流す隊員と整備された森林
（名古屋シティ・フォレスター事業）

作業を終え充実感（名古屋シティ・フォレスター事業）

木工教室の様子（みどりのフェスティバル2012）

新緑の中で（みどりのフェスティバル2012）

も
活
動
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

愛
知
県
瀬
戸
市
に
あ
る
都
市
近

郊
林
の
定
光
寺
自
然
休
養
林
内
で

は
、
平
成
17
年
か
ら「
み
ど
り
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

新
緑
の
中
、
木
工
教
室
や
丸

太
切
り
・
火
お
こ
し
等
の
体
験
企

画
を
は
じ
め
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
平
成
17
年
に
当

地
で
開
催
さ
れ
た「
愛
・
地
球
博
」

の
マ
ス
コ
ッ
ト「
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ

コ
ロ
」の
出
演
、
木
製
品
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
、
都
市
住
民
の
人
々

に
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
木
の
良

さ
・
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
林
業
関

係
を
は
じ
め
様
々
な
団
体
の
協
賛

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
毎
年
2
千
人
前
後

の
来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

 

お
わ
り
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
通
じ
て
参

加
者
か
ら
、「
町
で
は
学
習
で
き
な

い
現
場
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
林
業
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
」（
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
）、

「
森
林
が
整
備
さ
れ
る
」、「
元
気
に

な
る
」、「
後
世
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
満
足
」（
名
古
屋
シ
テ
ィ
・

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
）、「
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
」、「
新
緑
の
中
で
過

ご
す
1
日
は
と
て
も
気
持
ち
が
よ

い
」（
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好

評
を
得
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て

の
実
施
を
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後

と
も
都
市
住
民
の
方
々
に
、
森
林

で
の
作
業
体
験
等
を
通
じ
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
は
じ
め
、

森
林
・
林
業
に
関
す
る
理
解
の
醸

成
に
資
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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